
倫理審査委員会・利益相反審査委員会　議事要旨

開催日時 令和８年７月１３日（月）１６：００～１７：００

出 席 者 白神副院長（委員長）、八十田臨床研究センター長（副委員長）、
安達外部委員、辻外部委員、平石外部委員、藤森外部委員、
和田展開医療研究部長、畑統括診療部長、
瀬田内科系診療部長（欠）、安里外科系診療部長、寒野先進医療部長
永井薬剤部長、八軒看護部長、森管理課長（欠）

１．研究倫理

審議結果

１．申請者からの説明が必要な申請課題

（１） ２６－０１６

[申請者：落合　恵　副看護師長]
◉詳細は資料により説明を実施
◉一部誤字脱字があるので、修正すること
◉ P.14「3」インタビュー場所の確保に関する記載について、インタビューが当院でも実施

されることがあるのであれば、それにあわせた記載に修正すること
◉インタビューの相手方は業務時間もしくは休憩時間どちらの想定となるか。

→各施設の判断により、適切に実施する。
◉本研究内でAIを使用することはあるか。

→AIを使用する予定はない。
◉インタビューの際に具体的な症例の相談となる可能性もあるので、留意して実施するように。

また、文章にして整理しておくこと。
◉上記修正点を修正にて承認とする。

→委員会後に修正を確認

○　承認とする。

（２） ２６－０１７

[申請者：趙　晃済　救命救急部長]
◉詳細は資料により説明を実施

申請した症例は特殊なケースで今後学会での発表等を検討しているが、身寄りのない方で
同意取得が難しいケースであるので、発表等の是非について確認したい。

◉指針では今回のケースの是非は倫理審査委員会の判断に委ねられている。
◉本人の意思確認について、今後はどのような状況となりそうか。

→意思表示が可能になる可能性はある。
◉回復の見込みを専門医に確認した上で、回復の見込みが無いのであれば、発表可とする。

ただし、個人情報の取り扱い等の観点から医療情報部にも確認して対応すること。

○　承認とする。

地域における重症化予防に向けた訪問看護師の支援のあり方

ODSにより意識障害が遷延し、家族のない患者に対し、臨床経過を症例報告することの妥当
性について



（３） ２６－０１８

[申請者：天野　泰彰　産科婦人科医師]
◉詳細は資料により説明を実施
◉研究に基づいた判断で臨床に適用してよいか審議をお願いしたい。
◉対象者は今回の治療内容を理解できる認知的能力はあるか。

→ある。

○　承認とする。

【申請者からの説明が不要な申請課題】

（１） ２５－０１７

[申請者：永野 双葉　診療放射線技師]
◉令和7年6月16日付承認課題(受付番号25-017）の承認事項一部変更。
◉目標症例数の変更、研究実施期間の延長となる。

○　承認とする。

（２） １９－０２４

[申請者：向井　章悟　整形外科医長]
◉令和1年6月17日付承認課題(受付番号19-024）の承認事項一部変更。
◉研究対象術式の変更、研究責任者の変更等となる。

○　承認とする。

（３） ２１－０１３

[申請者：寒野　徹　泌尿器科科長]
◉令和3年6月21日付承認課題(受付番号21-013）の承認事項一部変更。
◉研究実施期間の延長となる。

○　承認とする。

（４） １８－０７６

[申請者：日下部　徹　臨床内分泌代謝研究室長]
◉平成30年11月19日付承認課題(受付番号18-076）の承認事項一部変更。
◉研究共同担当者の変更、研究方法の変更、研究実施期間の変更等となる。

○　承認とする。

日本整形外科学会手術症例データベース（JOANR)構築に関する研究

BRCA1/2遺伝子変異に基づくリスク低減両側卵巣卵管切除術（RRSO）に関する臨床試験

膝関節立位側面撮影導入における画像診断能向上への検討

「GreenLight XPS」を用いた前立腺蒸散術（PVP）の有用性に関する前向き研究

骨粗鬆症・サルコペニア外来における筋・骨連関の検討－観察コホート研究－



【その他（一括審査、特定臨床研究など）】

　○ 特定・非特定臨床研究 報告事項一覧

一括審査臨床研究 実施許可報告一覧

試料・情報の提供のみ 報告事項一覧

◉特に問題を認めず。

　○ 倫理審査承認事項変更願　様式の変更について
◉以前の様式は課題名や修正内容がわかりずらい様式であったので、記載欄を明確にした。
◉承認とする。

【利益相反自己申告等】

　○ 利益相反状況確認報告（申請者　藤田　浩平　他1名）

◉特に問題を認めず。


